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「月の運行」学習における星座盤（表）導入の効果
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The Effect of Practical Use of Star Disk (Chart) 
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全体的考察
■おもしる、・
　本研究は，主に月の形状・方位・時刻の関連性
を教授内容とし，そこにおけるルールの確立と獲
得援助をその教授目標としていた。その内容は，
前述したように，確かに現在の学習指導要領のレ
ベルをやや超えるものではある。しかし，その内
容は，十分興味あるものとして被験者（学習者）
らに受け入れられているのではないだろうか。教
授スFラテジーを比較。検討するために便宜上2
群に分けたが，両群とも6割以上の者が学翌内容
をおもしろがってくれた（「ややおもしろい」を倉
む）ことから，それは裏づけられていると言えよ
う。学習指導要領のような内容のみだと，rr原理』
としての理科的なお勉強レベル」に止まりやすい
と考える。今回の学習ルールは，確かにルールと
してはやや複雑。高度ではある。が，その指し示
している事例群が，両テキスト内容に提示された
ような意味で実際的であり，実生活の上で役立つ
ものとして，彼らに認識されたのであろう。教授
内容及び目標（ルール）は，学習者となってくれ
た専門学校生。短期大学生に対して，十分に意義
のあるものだったと考えている。
　次に，目標達成（ルーrルの獲得）にとってどの
ような教授ストラテジーが有効なのかという問題
であるが，本研究は，従来型の原理重視・三象儀
タイブを中心とした教授ストラテジーよりも，．天
動説取り込み・星座盤（表）を用いた教授スFラ
テジーの方がの有効性を確認しようとしたもので
ある。確かに，〈星座盤（表）型〉でも，前半は三
球儀タイプを用いて，月の満ち欠けや周期につい
ては教えている。前述した“ルール2”の確認・
適用について星座盤（表）を用いるということ
が，〈原理型〉とは異なるのである（〈原理型〉
は，“ルール2”の確認・適用も「三球儀タイプ盤」
を用いて行う）。〈星座盤（表）型〉では途中で視
1。。％座を変更させることになる。そのタイブでは，三
　　球儀モデルから星座盤（表）に移行する時，学習
　　老に視座の変更を強いているのである。その意味
　　では，論理的なレベルにおいて，星座群用のテキ
　　ストが原理群用よりも容易だということは決して
　　ない。にもかかわらず，星座群用のテキストの方
が原理群用のものよりもわかりやすいという評定
がされているのである。これは，学習者にとって
「地球は太陽の周りを回っていること，月は地球
の周りを回っていること」はあまりに当たり前の
ことで，論理的一貫性を重視するあまり，全てを
地動説的説明に固執することはあまり意味を持っ
ていないということを示しているのではないだろ
うか。三球儀タイブで“ルール2”を原理的に説
明されても，爽際の空へ適用するには，その時点
で雷うまでもなく視座の変換が求めらることにな
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る。星座盤（表）は，事例適用へのステップとし
て視座の変更の助けになっているのではないだろ
うか。理論的には「地動説」であっても，我々は
「天動説」的世界に住んでいるのである。その
ギャップを，星座盤（表）がうまく埋めてくれた
のであろう。だからこそ，ルールへの信頼度が薄
れることがなかったのではないだろうか。その
ギャップを埋めれたのか否かが，直後では差がつ
かなかった事例適用問題の正答率の事後テストで
の明確な差として現れ，ルール再生率の差として
も現れたと考えられるのである。
　これまでは，理科においてどの分野でも，論理
性・機械論的説明を重視するあまり，その内容が
机上の空論的なものなってきてしまったのではな
いだろうか。しかし，実際は様々な現実的制約な
どがあり，理論どおりにはいかないものも多いし，
また，機械論的説明よりも目的論的説明の方が
しっくりくる場合も多いのである（力学における
「慣性の法則」しかり，生物・植物分野のおける
「生殖」の説明しかり）。それらを無視して論理性
を追求するあまり，理科をつまらないものにして
いるばかりか，重要なルールの獲得を阻害してし
まっている可能性が高いのである。今回の研究成
果の代表されるように，ただ論理性のみに拘泥す
るのではなく，いかにしてその内容を現実的なも
のとして学習者に提示し・理解してもらうかが，
重要になってこよう。そのことが，今後の理科教
育に求められているのである。
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